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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 1 月 27 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 17 年 12 月期中間業績予想数値の修正（平成 17 年 1月 1日～平成 17 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 74,450 1,640 △  270

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 73,663 1,848 △   33

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △  786 208 236

増   減   率 （ ％ ） △  1.1 12.7 －

前期（平成 16 年 6 月中間期）実績 76,256 2,160 1,255

 

 

2. 平成 17 年 12 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 17年 1 月 1日～平成 17 年 6月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 75,200 1,500 △ 1,000

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 74,295 1,979 △  605

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △  904 479 394

増   減   率 （ ％ ） △  1.2 31.9 －

前期（平成 16 年 6 月中間期）実績 77,334 2,234 1,253

 

 

3. 平成 17 年 12 月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 1月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 148,300 3,060 730

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 142,700 2,900 700

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △ 5,600 △  160 △   30

増   減   率 （ ％ ） △  3.8 △  5.2 △  4.1

前期（平成 16 年 12 月期）実績 144,942 2,612 923



 

 

4. 平成 17 年 12 月期連結通期業績予想数値の修正（平成 17年 1 月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 150,000 3,200 200

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 144,000 3,200 200

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） △ 6,000 － －

増   減   率 （ ％ ） △  4.0 － －

前期（平成 16 年 12 月期）実績 147,159 3,033 1,231

 

 

5. 修正の理由 

当中間期の売上高につきましては、今期発刊いたしました「暮らす服」が好調でしたが、他媒体が当初予

想を下回りカタログ事業としては対当初予想減となりました。また頒布会事業におきましてもグループ会員

数の減により対当初予想減となりました。 

一方、利益面におきましては、原価率は予想より上昇いたしましたが、カタログ送料などの媒体関連費用

や商品調達等の効率的運用により販管費合計 12.1 億円の削減を行いました。 

以上により経常利益は、当初予想を 4.7 億円上回り 19.7 億円となる見通しです。 

また、減損会計の早期適用により 18.6 億円を特別損失として計上いたしますが、中間純損失につきまして

は当初予想の 10 億円が 6億円となる見通しです。 

通期につきましては、カタログ事業については夏号及び秋冬号の売上減少見込みと頒布会事業においてグ

ループ会員数の更なる減少見込みにより売上高は、60 億円当初予想を下回る見通しです。 

利益面におきましては、売上減により売上総利益が減少するものの、更なる販管費の効率的運用により経

常利益及び当期純利益に関しましては、当初予想と変更ございません。 

 

 

以 上 


